
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● この度は

● 本製品の

い。また

 

 

 

は、本製品を

の性能を十分

た、お読みに

お買い上げい

分に引き出して

なった後は、

いただきまし

てご活用いた

、本製品近く

Arva

N

して誠にあり

ただくために

くの見やすい

anics Corpor

NP-E

がとうござい

、ご使用前に

場所に保管し

ration 

イーサネ

EOC6

取扱

います。 

に必ずこの取扱

してください

ネット同軸

600P

扱説明書 V

扱説明書をお

い。 

軸伝送器

P-TR

Ver.1.1.0

お読みくださ

 

 

 

器 

R 
 

0 
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商標について 

 その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

なお、本文中において、®マークや™マークを省略している場合があります。 
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この取扱説明書をお読みいただく前に 
 

● この取扱説明書の無断転載を禁じます。 

● お客様がお持ちの製品のバージョンによっては、この取扱説明書に記載される外観図や仕様などが、一部

異なる場合がありますのでご了承ください。 

● 取扱説明書は改善のため、事前の予告なく変更することがあります。 
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安全
 

本製品をご使

 

この取扱説

めに、重要

次の内容 (表

 

「警告」、

 

図記号

注 意

禁 止

指 示

 

 

 

 

0P-TR 取扱説

全上の

使用前に必ず

明書には、お

な内容を記載

表示・図記号

「注意」、

表示 

号 

 

意 

この記

図の中

 
止 

この記

図の中

 
示 

この記

図の中

説明書 

ご注意

ずお読みくだ

お客様や他の

載しています

号) を良く理解

「記号」の意

 

この表示

が想定さ

 

この表示

発生が想

記号は、警告

中に具体的な

記号は、禁止

中に具体的な

記号は、行為

中に具体的な

 

意 

ださい。 

の人への危害や

す。 

解してから本

意味 

示を無視して

される内容を

示を無視して

想定される内

告・注意を促す

な注意内容が描

止行為であるこ

な禁止内容が描

為を強要したり

な指示内容が描

や損害を未然

本文をお読み

て誤った取り

を示します。

て誤った取り

内容を示しま

 

図記号の意味

すことを告げ

描かれていま

ことを告げる

描かれていま

り指示したり

描かれていま

然に防ぎ、製

みになり、記載

表示の意

扱いをすると

 

扱いをすると

す。 

味 

げるものです

ます。 

るものです。

ます。 

りする内容を

ます。 

品を安全に正

載事項をお守

味 

と、人が死亡ま

と、人が障害

。 

告げるもので

正しくお使い

守りください

または重症を

害を負ったり、

です。 

プ

いいただくた

。 

を負う可能性

、物的損害の

記号例 

 

感電注意 

 
分解禁止 

 
プラグを抜く 

性

の



 

 

 

 

 

 
禁 止 

 

 
分解禁止 

 
 

接触禁止 

 

 

 

 
 
 
 

指 示 

 

 

 

 
プラグを抜く

 

機器の接続

 

 
指 示 

 

 

不安定な場
水平で安定し

振動のある
振動で本体が

異物をいれ
通風孔などか

電源コー
・傷つけたり

・引っ張った

・無理に曲げ

そのまま使用

せください。

修理・改造
内部には電圧

問い合わせく

 

雷が鳴り出
感電の原因に

 

 

据付工事に
技術・技能を

工事専門業者

電源プラグ
万一の異常や

電源プラグ
差し込み方が

いでください

電源プラグ
電源プラグの

く 

煙が出てい
そのまま使用

ださい。 

落とした
そのまま使用

ださい。 

内部に水や
そのまま使用

続について 

本体と周辺機

続する際は、

各機器の信号

場所に置かな
したところに設

る場所に置か
が移動・転倒し

れない 
から金属類や紙

ド・電源プラ
り、延長するな

たり、重いもの

げたり、ねじっ

用すると、火災

。 

造・分解はし
圧の高い部分が

ください。 

出したら電源
になります。 

について 
を有する専門業

者または弊社営

グは、コンセ
や故障のときや

グは指定電源
が悪いと、発熱

い。 

グの埃などは
の絶縁低下によ

いる、異音、
用をすると、火

り、キャビネ
用すると、火災

や異物が入っ
用すると、火災

機器との接地電

、長距離伝送接

号・制御ケーブ

 

ない 
置してください

かない 
、けがの原因に

などの燃えやす

ラグは 
ど加工したり、

を乗せたり、は

たり、束ねたり

･感電の原因にな

しない 
あり、感電・火

源コードや LA

者が据え付けを

業部までお問い

セントから抜
長時間使用しな

源電圧のコン
によって火災・

は定期的にと
って、火災の原

異臭がする
災・感電の原因

ネットが破損
・感電・けがの

ったら、すぐ
・感電の原因に

電位差により感電

接続なども含めて

ブルを接続し、終

い。本体が落下・

になります。 

すいものが内部に

過熱したりしな

はさんだりしない

りしない 

なります。電源

火災の原因になり

AN ケーブル

を行うことを前提

い合わせください

抜きやすいよう
ないときなどに役

ンセントに根元
感電の原因にな

る 
原因になります。

ときは、すぐ
因になります。煙

したりしたと
の原因となります

ぐに電源プラグ
になります。点検

電、もしくは機器

て、関係するすべ

終了した後に各機

警告 

・転倒してけがの

に入った場合、火

ない 

い 

コード・電源プ

ります。内部の点

ル、本体など

提に販売されてい

い。火災・感電

うに設置する
役立ちます。 

元まで確実に
なります。傷んだ

 

ぐに電源プラ
煙が出なくなるの

ときは、すぐに
す。点検・修理に

グをコンセン
検・修理について

器の破損が発生す

べての機器の電

機器の電源プラ

告

NP-EO

の原因になりま

火災・感電の原

ラグが傷んだら

点検・調整およ

には触れない

いるものです。

・けが・器物破

る 

に差し込む 
だ電源プラグ、

ラグをコンセ
のを確認し、弊

に電源プラグ
については、弊

ントから抜く 
ては、弊社営業部

する場合があり

源プラグをコン

グをコンセント

OC600P-TR

ます。 

原因になります。

ら、弊社営業部ま

び修理は、弊社

い 

据え付け・取り

破損の原因になり

緩んだコンセン

ントから抜く
弊社営業部までお

グをコンセン
弊社営業部までお

 
部までお問い合

ます。機器間を

ンセントから抜い

トに接続してくだ
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までお問い合わ

社営業部までお

り付けは、必ず

ります。 

ントは使用しな

く 
お問い合わせく

ントから抜く 
お問い合わせく

わせください。 

をケーブルで接

いてください。 

ださい。 

書 

5 
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












禁 止 

 

 
ぬれ手禁止 

 

 

 
指 示 

 

 

 
プ ラ グ を 抜 く 

 

設置につい

 ラックマ

 
指 示 

 ゴム足つ

 
指 示 

 海抜につ

 
指 示 
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温度の高
直射日光が

湿気・油
加湿器のそ

通風孔を
通風孔をふ

機器の上
倒れたり落

コンセン
タコ足配線

本体付属
不適合によ

海外など 20

ぬれた手
感電の原因

 

 

温度と湿
範囲を超え

他の機器
火災や感電

長時間使
万一故障し

お手入れ
感電の原因

いてのお願い

マウント製品

EIA 相当のラ

た、安全性を

を平均的に支

つきの製品の

ゴム足を取

し、故障の原

ついて 

海抜 2,000 m

部品の寿命な

説明書 

い場所に置か
当たる場所や温

煙・埃の多い
ばや埃の多い場

ふさがない 
さぐと内部に熱

に重いものを
ちたりしてけが

トや配線器具
はしないでくだ

の AC アダプ
り、火災や感電

00 V 系でご使用

で電源プラグ
になります。 

度の使用・保
て使用を続けた

と接続すると
の原因になりま

用しないとき
たとき、火災の

のときは、電
になります。 

い 

の場合 

ラックにマウン

を高めるため前

支えるようにし

場合 

り外した後にネ

原因になります

m 以上の場所に

などに影響を及

 

かない 
温度の高い場所に

い場所に置か
場所などに置くと

熱がこもり、火災

を置かない 
がの原因になりま

具の定格を超
ださい。火災・感

プタまたは電
電の原因になりま

用になる場合は、

グを抜き差し

保存範囲を守
た場合、火災や感

ときは、接続
ます。 

きは、安全の
の原因になります

電源プラグを

トしてください

面のマウント金

してください。 

ネジだけをネジ穴

す。再度ゴム足を

に設置しないでく

ぼすおそれや、

に置くと火災の原

かない 
と、火災・感電の

災や故障の原因に

ます。 

超える使い方
感電の原因にな

電源コード以外
ます。本体付属の

、弊社営業部ま

ししない 

守る 
感電の原因にな

続する機器の

のため電源プ
す。 

をコンセント

い。その際には上

金具と併用して L

穴に挿入すること

を取り付ける場合

ください。 

故障の原因にな

注意 

原因になります

の原因になりま

になります。 

はしない 
ります。 

外のものは使
の AC アダプタ

でお問い合わせ

ります。 

電源を切る 

ラグをコンセ

から抜く 

上下に空冷のため

L 型のサポートア

とは絶対にお止

合は、付属のゴ

なる場合があり

意
。 

す。 

使用しない 
または電源コー

せください。 

セントから抜

めの隙間を空け

アングルなどを

めください。内

ム足とネジ以外

ます。 

ードは 100 V 系国

抜く 

るよう考慮して

を取り付けて、機

内部の電気回路や

外は使用しないで

国内専用です。

てください。ま

機器全体の質量

や部品に接触

でください。 
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1 同梱物の確認	

以下の同梱物がすべてそろっているかご確認ください。 

万一、同梱物の不足や損傷などの不良がありましたら、お手数ですが弊社の本社営業部または各営業所まで

ご連絡ください。 

 

・NP-EOC600P-T 送信器 本体  1 台 

・NP-EOC600P-R 受信器 本体      1 台 

・AC アダプタと専用電源コード          1 セット 

・取扱説明書 (本書)   1 冊 

 

2 オプション品について	

[表 2] オプション品の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

型番 概要 

NP-EOC600P-K 送信器側で 16 台接続可能なラック 

NP-EOC600P-MT L 型ブラケット 

NP-EOC600P-SP 4 スプリッタ 

NP-EOC600P-PW AC アダプタ (56V)と専用電源コードセット 
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3 製品概要	

NP-EOC600P-TR は同軸ケーブルを使用して、イーサネット信号を最大 900 m 伝送する伝送器です。 

PoE+対応の Hub からの電力供給で PoE 対応機器への電力供給、また、送受信器への外部電源供給によって

インジェクタとしても使用でき、受信器側から PoE または PoE+対応機器への電力供給が可能です。柔軟性

の高い接続構成が可能な NP-EOC600P-TR を使用することで、アナログ監視カメラを高解像度の IP カメラ

などに入れ替える際に、既設の同軸ケーブルをそのまま使用でき、低価格でのシステムの入れ換えを実現し

ます。 
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4 各部

4.1 送信

 

番号 名

① B

② 電

③ イ

④ イ

⑤ 同

 

4.2 受信

 

番号 名

① BN

② 電

③ イ

④ イ

⑤ 同
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部の名称と

信器 (左右

名称 

NC 出力コネ

電源コネクタ 

イーサネット 

イーサネット

同軸 LED 

信器 (左右

称 

NC 入力コネ

電源コネクタ 

ーサネット 

ーサネット出

軸 LED 

説明書 

と説明	

右側面) 

[表

ネクタ 

LED 

入力コネクタ

右側面) 

[表

クタ 

LED 

出力コネクタ

[図 4.1

表 4.1] 送信器

説明 

延長用

付属の

正常な

タ イーサ

正常な

[図 4.2

表 4.2] 受信器

説明 

延長用

付属の

正常な

タ イーサ

正常な

] 送信器(左右

器(左右側面)の

 

用イーサネッ

の AC アダプ

な接続がされ

サネット信号

な接続がされ

2] 受信器(左右

 

器(左右側面)の

用イーサネッ

の AC アダプタ

な接続がされデ

サネット信号出

な接続がされ電

右側面) 

の各名称と説

ト信号、PoE

タ/オプション

データが伝送

入力 

電力が供給さ

右側面) 

の各名称と説

ト信号、PoE

タ/オプション

データが伝送

出力 

電力が供給さ

 

説明 

E 出力 

ンの AC アダ

送されている

されていると

説明 

E 入力 

ンの AC アダ

送されている

されていると

ダプタ接続コ

ると LED が点

とLEDが点灯

 

ダプタ接続コネ

と LED が点

LED が点灯

ネクタ 

点灯(緑) 

灯(オレンジ) 

ネクタ 

点灯(緑) 

灯(オレンジ) 



5 接続

 

以下の手順

5.1 PoE

 

 

 

1. IP カメ

2. 送信器と

3. 送信器の

 

※上記は接続

前検証を推

※再起動す

UTP ケー

動作しな

 

続方法	

順に従って接続

E+対応ハ

ラ(もしくは

と受信器を同

のイーサネッ

続例になりま

推奨しており

る場合は必ず

ーブルを抜いた

くなる場合が

続してください

ハブ使用の

IP デバイス

同軸ケーブル

ットポートと

ますので、供

ります。 

ず供給元の電

た後に同軸ケ

があります。

 

い。以下の手

の場合 

[図 5.1] 送

)と受信器のイ

で接続してく

PoE+対応ハ

供給電力・使用

電源をOFFに

ケーブルを抜

 

手順が正しく実

送信器と受信

イーサネット

ください。 

ハブまたはイ

用するケーブ

にしてからまず

抜いてください

実行されない場

器の接続例 

トポートを U

ンジェクタを

ブルの抵抗値

ず送信器とP

い。同軸ケー

NP-EO

場合、動作し

UTP ケーブル

をUTPケーブ

等により伝送

PoE +対応ハブ

ーブルを先にぬ

OC600P-TR

しない場合があ

ルで接続して

ブルで接続し

送距離は変わ

ブまたはイン

ぬくとショー
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あります。 

 

ください。 

てください。

わります。事

ンジェクタの

ートし本器が

書 

 

 

の

が
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5.2 送信

 

 

 

1. IP カメ

2. 送信器と

3. 送信器の

4. 送信器の

 

※上記は接続

前検証を推

※再起動す

UTP ケー

動作しな
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信器に DC

ラ(もしくは

と受信器を同

のイーサネッ

の電源コネク

続例になりま

推奨しており

る場合は必ず

ーブルを抜き最

くなる場合が

説明書 

C56V 電源

IP デバイス

同軸ケーブル

ットポートと

クタに AC アダ

ますので、供

ります。 

ず送信器に接

最後に同軸ケ

があります。

 

源を使用す

[図 5.2] 送

)と受信器のイ

で接続してく

イーサネット

ダプタを接続

供給電力・使用

接続している

ケーブルを抜

 

する場合 

送信器と受信

イーサネット

ください。 

トスイッチを

続し、AC プラ

用するケーブ

AC アダプタ

抜いてください

器の接続例 

トポートを U

を UTP ケーブ

ラグをパワー

ブルの抵抗値

タ抜いた後に送

い。同軸ケー

UTP ケーブル

ブルで接続し

ーソースに接続

等により伝送

送信器とイー

ーブルを先にぬ

ルで接続して

てください。

続してくださ
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6 製品仕様 

6.1 本体 

 
項目 NP-EOC600P-T (送信器) NP-EOC600P-R (受信器) 

インターフェース コネクタ 電源 1 系統 DC ジャック (IN) 1 系統 DC ジャック(IN) 
データ＋電源 1 系統 RJ-45 メスコネクタ (IN) 

1 系統 BNC コネクタ (OUT) 
1 系統 RJ-45 メスコネクタ(OUT) 
( PoE、PoE+を出力) 
1 系統 BNC コネクタ (IN) 

情報伝達規格 規格 IEEE 802.3af/at 

最大速度 100 Mbps フルデュプレックス 
通信速度 100 Mbps 延長距離 最大 600 m (5C-FB 相当) *1 

最大 400 m (5C-2V 相当) *1 
最大延長距離 最大 900 m (5C-FB 相当) : 送受信器に AC アダプタ使用時 

最大 700 m (5C-2V 相当) : 送受信器に AC アダプタ使用時 
最大 600 m (5C-FB 相当) : 送信器のみに AC アダプタ使用時 
最大 400 m (5C-2V 相当) : 送信器のみに AC アダプタ使用時 
最大 600 m (5C-FB 相当) : PoE+対応 Hub から電力供給+受信器に PoE 機器接続時
*4 
最大 400 m (5C-2V相当) : PoE+対応Hubから電力供給+受信器にPoE機器接続時*4 
最大 600 m (5C-FB 相当) : PoE+対応 Hub から電力供給+受信器のみに AC アダプタ

使用時 
最大 400 m (5C-2V 相当) : PoE+対応 Hub から電力供給+受信器のみに AC アダプタ

使用時 
 
* 供給電力・使用するケーブルの抵抗値等により伝送距離は変わります*5 

その他 電源 PoE 電源供給 - 最大 30 W 
(ケーブル、電源供給に依存) 

AC アダプタ*3 
(オプション) 

入力：AC ～ 120 V / 60 Hz 
出力：DC 56V (専用 AC アダプタ） 

消費電力 約 4 W  約 3.2 W 
外形寸法 (突起含まず) 90 mm x 42 mm x 22 mm 79 mm x 42 mm x 42 mm 

質量 0.133 kg 0.122 kg 

温度 使用範囲: 0 °C ~ 60 °C 使用範囲: -10 °C ~ 60 °C 
保存範囲: -10 °C ~ 60 °C 

湿度 使用/保存範囲：10 % ～ 90 % (結露なきこと)  
 
*1 同軸ケーブルのインピーダンスは 75Ωのものを使用してください。 
*2 必ず UTP ケーブルを使用して下さい。STP ケーブルは使用しないでください。 
*3 付属の AC アダプタと電源コードセットは本機専用品です。他の機器にはご使用にならないでください。送受信器に AC アダプタを使用する場合は付属

の AC アダプタと電源コードセットおよびオプションの専用電源アダプタと専用電源コードセットを接続してください。 
*4 本機および本機に接続する機器の消費電力の合計が、使用する PoE ハブまたはインジェクタの供給電力の最大を超えないようにしてください。 
*5 弊社内検証による仕様になりますので、供給電力・使用するケーブルの抵抗値等により伝送距離は変わります。事前検証を推奨しております。 
※PoE/PoE＋非対応機器を受信器側に接続しないでください。 

6.2 オプション 

 
型番 概要 

NP-EOC600P-K 送信器側で 16 台接続可能なラック 
NP-EOC600P-MT L 型ブラケット 
NP-EOC600P-SP 4 スプリッタ 
NP-EOC600P-PW AC アダプタ (56V)と専用電源コードセット 

 
 
●外観と仕様は予告なく変更することがあります。 
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8 正常に動作しないときは	

 

送信器と受信器が正常に動作しない場合は、まず以下の点をご確認ください。また、送信器と受信器に接続

されている機器に原因がある場合もありますので、そちらの取扱説明書も参照しながらご確認ください。 

 

・送信器、受信器および接続されている機器の電源は投入されていますか？ 

・ケーブルは正しく接続されていますか？ 

・ケーブルの接触不良はありませんか？ 

・送信器と受信器に適合した正しいケーブルを使用していますか？ 

・接続している機器同士の信号規格は適合していますか？ 

・表示機器は正しく設定されていますか？ 

・機器の近くにノイズの原因となるようなものはありませんか？ 

 

以上の内容を確認しても問題が解決しない場合は、弊社の本社営業部または各営業所までご連絡ください。 

なお、故障の連絡をするときは、以下の点も事前にテストしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

1. 全てのコネクタで同じ現象がでますか？ 

                         -はい-   -いいえ- 

2. 本機を全く介さずに、純正のケーブルで接続したときは 

正常に動作しますか？ 

                         -はい-   -いいえ- 
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